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り、教育の一環で学生主体の環境マ
ネジメントシステム運用を実施してお
り、2003年度に学生が主体となり発
足した環境ISO学生委員会の活動のも
と、2005年１月にISO14001を取得
しました。さらに近年は、2024年度
に全学副専攻プログラム「環境サステ
ナビリティ実践学」を新設。企業にお
ける環境サステナビリティと、環境
ISO学生委員会に関係する科目を必修
科目とするなど、 この分野の教育に
注力しています。

－ブレーンセンターとの連携のきっか

けはどのようなものですか

岡山　千葉大学ではサステナビリティ
レポートの作成も学生主体で行ってお
り、昨年ブレーンセンターの平石社
長がそのレポートをご覧になり連絡
して頂いたのがきっかけとなりまし
た。企業のサステナビリティをテー
マとした授業では、平石社長に登壇

　千葉大学は、環境マネジメントシステムの国際規格ISO14001を、教育の一環で学生が主体となり2005年に取得す

るなど、サステナビリティ分野の教育に注力している。こうした中で同大 国際未来教育基幹の岡山咲子講師は2025

年７月から、統合報告書の作成支援などを手掛けるブレーンセンター(東京都千代田区)と連携したプロジェクトを

開始。財務情報のほか、環境への取り組みなど非財務情報も記された各社の報告書を学生が読み解き企業研究する

とともに、その成果を学生が企業へフィードバックする活動などを展開している。消費者であり、また各社の次世

代の人材ともなりうるステークホルダーでもある学生達は、報告書を通じ企業のどのような点に着目し評価してい

るのかについて、岡山講師と、ブレーンセンターの平石隆生代表取締役社長に伺った。

統合報告書などを用いたサステナビリティ教育通じ人材育成注力
千葉大学 岡山講師とブレーンセンター 平石社長に聞く

－岡山先生が携わる、サステナビリ

ティ分野に関する最近の取り組みや千

葉大学のこれまでの教育について教え

て下さい

岡山　私達はブレーンセンターと
2025年７月に、サステナビリティを
テーマとした連携プロジェクト「サ
ステナ×キャリア共育プロジェクト 
～Think Sustainability, Think Your 
Career～」を始動しました。このプロ
ジェクトは、学生と企業・社会との接
点を創出・強化し、環境や社会課題の
解決に取り組むサステナビリティ人材
の育成を目指す取り組みとなり、学生
が企業の現場や課題に触れ、ビジネス
社会とキャリア形成への理解を深める
ことを目的としています。
　具体的な活動として、私が担当す
る「企業における環境サステナビリ
ティ」という科目の中で、平石社長に
企業経営におけるサステナビリティの
重要性に関する講演をして頂きまし
た。 また、統合報告書を題材とし企
業研究を行う授業を展開したり、ある
企業の統合報告書を学生が読み、学生
が企業へフィードバックする企画もあ
ります。 さらにブレーンセンターの
ウェブメディア「Perspectives」で、
社会課題に取り組む企業へのインタ
ビューに学生が参加し、ビジネスパー
ソンとの対話や、記事・編集後記の執
筆を通じ、企業理解を深め発信力を養
うためのプログラムなども実施してい
ます。
  千葉大学はこれまで20年以上にわた

して頂いたところ反響があり、また
「Perspectives」のメディアに学生が
参加し、社会人に実際に接することは
学生にとって意義があると感じたこ
とから、取り組みを深めることになり
ました。2025年には、ブレーンセン
ターが千葉大学と企業間をマッチング
して、学生が企業の統合報告書のレ
ビューを行う取り組みも始めました。 

－統合報告書を見る学生からはどのよ

うな意見や声が出るのでしょうか

平石　ある大手企業のケースでは、首
脳陣はサステナビリティに熱心でした
が、グループ会社の経営陣まで理解が
浸透しきっていないと悩まれていまし
た。そこで学生による統合報告書のレ
ビューの議論の様子を動画にし、その
企業に経営会議の場でも見てもらいま
した。学生からは、その企業が就職先
の選択肢として見なせないとの率直な
感想があり、経営陣の号令のもと、グ

(左から)岡山氏、平石氏(写真はいずれもご本人より提供)
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ループ会社でもサステナビリティ活動
に力を入れ取り組むことになりまし
た。
　また現代の学生の中には統合報告書
の存在は知らなくても、例えばワーク
ライフバランスなどサステナビリティ
関連の情報を自ら探し見ている子もい
るようです。例えばお付き合いして
いる相手の就職先が「働きやすいか｣
「子供ができたあとも働き続けること
ができるか」などに関心が高く、極端
に言えばそれが恋愛関係の継続、また
結婚に至る条件のようになるケースも
中にはあるようです。

－就職活動などで統合報告書を学生が

見る機会は増えているのでしょうか

岡山　統合報告書を知らない学生は多
くいます。企業といえば大企業がまず
頭に浮かび、大企業に進むことが一番
と考える学生も現状では多く、色々と
企業を調べ、さらに詳しく研究してい
くためのツールとすることができる統
合報告書の認知度は、現状では低いも
のにとどまっています。企画に参加し
た学生も報告書を読むのは初めてだっ

たようで、自身が感じたことを企業に
直接伝えることができ、企業からも好
評だったとして、この取り組みをより
しっかりした学びの機会にしようと、
サステナ×キャリア共育プロジェクト
が発足しました。昨年10月には「企業
における環境サステナビリティ」とい
う講義で平石社長にご講演いただきま
した。授業後のアンケートで、統合報
告書を読んだことがあるかとの問いに
「はい」と答えた回答は15％にとどま
りました。一方で今後読んでみたいと
思うかとの問いには「思う」が９割を
超えました。これは成績には関係のな
いアンケートとして調査しました。メ
インで受講するのが１、２年生という
こともありますが、３、４年生も回答
の傾向は変わらないと見ています。

－環境ISO学生委員会の取り組みの概

要や意義についても教えて下さい

岡山　環境ISO学生委員会は、本学の
一般教養科目「環境マネジメントシス
テム実習」の受講生で構成され、学生
は環境マネジメントシステムの知識や
環境関連法規制、仕事の進め方や企画

の立て方などを座学で学び、実際の委
員会活動で実践します。委員会活動と
しては、環境マネジメントシステムの
運用に関わる研修の講師や監査員と
いった活動、省エネや省資源を啓発す
る活動、環境教育を推進する活動、企
業や自治体と連携した活動など、内容
は多岐にわたります。 

－委員会に所属したりサステナビリ

ティを学ぶ学生は卒業後も環境分野へ

の就職を志向しているのでしょうか 

岡山　最近では、洋上風力分野の企業
や環境省へ新たに就職した学生がいま
す。委員会に所属する学生は、環境
分野への意識が高まる傾向にはあり、
そういう活動が卒業後も続けられれば
と考えている学生もいるかもしれませ
ん。一方で、理学部や工学部など、そ
れぞれの所属学部の学生であり、色々
な学部に所属し委員会の活動をしてい
ます。それぞれ進んでいった社会の中
で、大学で得た経験を活かすことがで
きると考えており、委員会の活動でよ
り意識を高め社会に飛び立つ人材に
なってほしいと思っています。

　今回千葉大学と連携したプロジェクトに取り組むブ
レーンセンターは、企業のステークホルダー間のコミュ
ニケーションを最適化する、総合コミュニケーション
支援企業として事業を展開している。1975年の創業以
来、約3,000社の制作支援実績を持ち、統合報告書のほ
か、サステナビリティレポート、コーポレートサイト制
作、ブランディング、オウンドメディア運営支援などの
サービスを手掛けている。
　同社が統合報告書の製作を手掛けた各社のうち、東
急不動産ホールディングスでは、2030年に向けた経営
ビジョンの中で掲げるスローガン「WE ARE GREEN」
のもと再生可能エネルギー事業にも注力しており、こ
うした点も重点的に統合報告書において紹介されてい
る。同社の2023年と2024年版の経営統合報告書は「日
経統合報告書アワード」を２年連続で受賞するなどの評
価も得られ、ブレーンセンターの平石社長は「色々な
企業ランキングで順位が上がるなど、社外の評価も高
まっています」と話す。東急不動産ホールディングスで

は、2023年には再エネ事業の開発資金を調達するため
「ReENEグリーンボンド」も発行した。平石氏は「自社
の施策としっかりと関連した資金調達やファイナンスで
あることのアピールに、統合報告書も貢献できているの
ではないでしょうか」と語る。

ブレーンセンター、東急不動産ＨＤの統合報告書など作製実績
再生可能エネルギーの取り組みを重点アピール

東急不動産ホールディングスの統合報告書の巻頭ページ

(同社の発表資料より引用)


